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１月１２日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会 広報せとうち（２）

平
成
２６
年
年
頭
の
あ
い
さ
つ

～
地
域
・
住
民
が
自
ら
考
え
、
自
ら
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
～

瀬
戸
内
町
長

房

克
臣

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
の
輝
か
し
い
年
を

お
迎
え
し
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
よ
り
、
町
民
の
皆
様
方
に

は
、
町
政
運
営
に
対
し
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
奄
美
群

島
日
本
復
帰
６０
周
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
復
帰
６０
周
年
を
記
念
し

て
メ
イ
ー
ン
会
場
で
あ
り
ま

す
、
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
全
国
各
地
か
ら
関

係
者
多
数
ご
参
加
の
も
と
、

記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、・
記
念

式
典
・
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
・

祝
賀
会
、
そ
し
て
音
楽
祭
が

清
水
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
偏
に
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
念
願
で

あ
り
ま
し
た
網
野
子
ト
ン
ネ

ル
が
２６
年
度
中
に
供
用
開

始
と
な
り
ま
す
。
交
通
安
全

の
確
保
・
地
域
住
民
の
利
便

性
・
救
急
医
療
の
効
果
な
ど
、

更
に
は
、
本
町
へ
の
入
込
客

等
交
流
人
口
の
増
加
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
加
計
呂

麻
島
の
観
光
拠
点
施
設
「
（
仮

称
）
加
計
呂
麻
島
展
示
・
体

験
交
流
館
」
が
２６
年
度
中
に

完
成
予
定
で
あ
り
、
今
後
の

加
計
呂
麻
島
の
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

奄
美
群
島
は
今
、
固
有
種

や
希
少
種
の
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
や
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ

ミ
・
ア
マ
ミ
ヤ
シ
ギ
な
ど
、

貴
重
な
動
植
物
が
学
術
的
に

評
価
さ
れ
、
平
成
２８
年
６
月

を
目
標
に
世
界
自
然
遺
産
登

録
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
、
地
域
お
こ
し
に
繋
が
る

「
（
仮
称
）
自
然
遺
産
セ
ン
タ

ー
」
等
の
誘
致
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
２６
年
度
か
ら
、

長
期
振
興
計
画
の
後
期
計
画

（
２６
年
度
～
３０
年
度
）
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ

ョ
ン
」
と
「
奄
美
群
島
振
興

開
発
計
画
」
を
反
映
し
た
町

独
自
の
特
性
を
生
か
し
、

国
・
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
公
約
に
掲

げ
て
あ
り
ま
す
「
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
町
政
運
営
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
先
人
か

ら
引
き
継
い
だ
自
然
・
文

化
・
歴
史
さ
ら
に
「
結
の
こ

こ
ろ
」
を
大
切
に
し
、
新
た

な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
最
善
の
努
力
を

重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
い
年
が
町
民
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

瀬
戸
内
町
議
会
議
長

安

和

弘

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
康
で
、
希

望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

常
日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

議
会
活
動
、
ま
た
、
議
長
公

務
に
精
励
す
る
こ
と
が
で
き

地
域
の
振
興
・
充
実
に
微
力

を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
国
の
内
外
と
も
に

大
き
な
変
革
の
時
期
に
遭
遇

し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行

政
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方

分
権
型
社
会
の
到
来
を
受
け

ま
し
て
、
自
己
決
定
、
自
己

責
任
に
よ
る
自
治
体
運
営
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
未
だ
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

新
た
な
環
境
に
日
々
直
面
し
、

ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
る
時
代
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
景
気
低
迷
は
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ほ
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
続

い
て
お
り
、
現
政
権
に
よ
る

早
期
の
景
気
回
復
が
望
ま
れ

る
中
で
、
公
共
事
業
を
は
じ

め
多
種
多
様
の
事
業
予
算
の

廃
止
や
見
直
し
が
打
ち
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
平
成
二
十
五
年

度
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
る

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措

置
法
の
改
正
・
延
長
と
群
島

の
持
続
可
能
な
自
立
的
発
展

に
向
け
た
島
づ
く
り
が
推
進

で
き
る
よ
う
、
奄
美
群
島
十

二
市
町
村
が
力
を
合
わ
せ
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
奄
美
群
島
の
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
我
々

議
会
は
、「
世
界
自
然
遺
産
登

録
に
向
け
た
調
査
特
別
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
先
進
地

視
察
等
調
査
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

調
査
後
に
町
行
政
に
対
し

施
策
の
充
実
に
向
け
、
大
胆

か
つ
迅
速
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

町
内
各
種
団
体
及
び
、
町
内

国
県
の
機
関
と
の
意
見
交
換

会
等
で
頂
い
た
貴
重
な
意
見

や
提
言
、
ま
た
議
員
・
町
職

員
か
ら
の
提
言
書
を
適
時
か

つ
有
効
に
生
か
す
べ
く
、
町

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
町
政
の

安
定
を
図
る
と
共
に
議
決
機

関
と
し
て
も
的
確
か
つ
迅
速

な
政
策
判
断
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
を
契
機
に
、
内
外
の

社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も

十
名
の
議
会
議
員
、
一
丸
と

な
っ
て
町
民
の
負
託
に
応
え
、

住
民
福
祉
の
向
上
、
す
べ
て

の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
年
の
初
め
に
志
し
た
計

画
・
信
念
に
基
づ
い
て
懸
命

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会

教
育
長

森
山

力
藏

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。新

春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

瀬
戸
内
町
の
一
層
の
発
展
と

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

旧
年
中
は
教
育
推
進
に
対
し

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
日
本
復
帰
６０
周

年
の
節
目
を
迎
え
、
先
人
の

築
い
た
教
育
風
土
・
郷
土
の

伝
統
文
化
の
保
存
伝
承
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
文
化
の
創
造
を
痛
感

し
、
本
町
の
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
、
心
の
教

育
の
充
実
（
感
性
・
感
動
の

教
育
）
を
最
重
要
と
考
え
、

教
育
・
文
化
の
町
に
向
け
、

更
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
年
頭
に
当
た
り
ま

し
て
、
本
町
の
教
育
の
取
組

状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

本
町
の
教
育
行
政
の
基
本

目
標
で
あ
り
ま
す
「
二
十
一

世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
な
人

づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
未
来

に
生
き
る
確
か
な
学
力
」
で

は
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
生
き
る
喜
び
を
育

む
生
涯
学
習
で
、
社
会
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
郷
土

の
心
を
伝
え
る
文
化
活
動
で

文
化
財
保
護
と
芸
術
文
化
の

保
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
力
点
を
、
十

二
分
に
発
揮
で
き
る
魅
力
あ

る
学
校
並
び
に
社
会
教
育
の

更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
プ
レ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ

イ
ジ
事
業
を
取
り
入
れ
、
未

就
学
児
の
運
動
能
力
の
開
発

を
通
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

本
町
で
は
、
少
人
数
学

級
・
小
規
模
校
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
地

域
ぐ
る
み
の
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
展
開
し
、
学
力
・
道

徳
的
判
断
力
・
体
力
面
等
で

学
校
の
独
自
性
を
生
か
し
た
、

校
区
・
地
域
総
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
で
成
果
を
上
げ
て
お

り
ま
す
。

体
育
面
で
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
と
地
理
的
環
境
を
活
か

し
た
体
験
学
習
と
し
て
「
遠

泳
大
会
」「
大
島
海
峡
板
付
け

船
横
断
」
等
で
体
力
・
気
力

を
向
上
さ
せ
、
自
然
の
中
で

「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」

の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
徹
底
、
複
式
学
級

に
お
け
る
指
導
法
の
研
究
、

郷
土
文
化
体
験
学
習
、
学
習

発
表
会
・
文
化
祭
、
本
町
で

は
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す

中
学
校
弁
論
・
英
語
暗
唱
大

会
も
益
々
充
実
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

公
民
館
講
座
や
自
主
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
学
習
活
動
の
充
実
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

と
し
て
各
種
大
会
、
生
き
生

き
健
康
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
健

康
増
進
活
動
や
文
化
活
動
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

学
校
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ
」
、「
島

唄
・
八
月
踊
り
」
等
、
郷
土

芸
能
の
伝
承
活
動
や
文
化
財

の
保
護
活
動
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

本
町
の
最
高
学
府
で
あ
る

県
立
古
仁
屋
高
等
学
校
で
あ

り
ま
す
が
、
古
仁
屋
高
等
学

校
振
興
対
策
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
ふ
る
さ
と
留
学
扶
助

費
交
付
、
生
徒
通
学
費
等
補

助
交
付
並
び
に
各
種
検
定
試

験
等
受
験
助
成
等
、
魅
力
あ

る
施
策
を
打
ち
出
し
新
入
学

生
の
確
保
、
在
校
生
の
学

力
・
資
質
向
上
に
町
民
一
丸

と
な
り
知
恵
を
出
し
あ
い
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
今
後
と

も
生
涯
学
習
の
理
念
に
た
っ

て
教
育
諸
条
件
の
改
善
に
努

め
、
学
校
・
家
庭
・
社
会
教

育
の
各
分
野
で
の
教
育
機
能

を
高
め
、
教
育
文
化
の
町
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
考
え
で

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
新
し
い
年
が
希
望
に
輝

き
、
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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後藤教諭によるパソコンの授業 竹山教諭による理科の授業 最優秀賞(きゅら島からの贈り物) 

11/5 企業見学・郷土研修 11/18 第2回中高連絡会 11/13 県民大学書道講座閉講式 

九州電力で説明を受ける１年生 パソコンの授業を見学する房町長 全員に修了証が授与されました 

10/12,11/10 実用英語技能検定 11/9 県高校新人相撲大会 11/9 奄美群島日本復帰60周年記念式典 

2級合格 重山ひろかさん(3年） 80㎏未満級優勝 運太地君(1年) メッセージを発表する田中由紀さん(2年) 

雑

記

教
頭

二
石

政
彦

古
仁
屋
高
校
の
校
長
室
に
ロ
シ
ア
文
学
者
で
復
帰
運
動
の
先
頭
に

立
っ
た
昇
曙
夢
が
古
高
生
の
た
め
に
揮
毫
し
た
『
郷
里
の
若
人
た
ち

よ

美
し
い
夢
を
持
て
』
の
額
が
あ
り
ま
す
。「
美
し
い
」
夢
と
は

ど
ん
な
夢
だ
ろ
う
か
と
こ
の
書
を
見
る
た
び
に
私
は
考
え
ま
す
が
、

ロ
シ
ア
の
文
化
と
奄
美
の
日
本
復
帰
な
ど
に
情
熱
を
傾
け
た
曙
夢
の

人
生
か
ら
「
純
粋
で
利
他
的
で
崇
高
な
」
と
い
う
意
に
解
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
曙
夢
が
人
一
倍
の
情
熱
と
知
的
好
奇
心
、
感
性
、
高
潔

さ
、
責
任
感
、
倫
理
観
な
ど
を
兼
ね
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
は
受
験
の
失
敗
と
い
う
挫
折
を
味

わ
い
失
意
の
中
で
宗
教
と
出
会
い
天
職
を
見
出
し
、「
美
し
い
」
魂

を
も
っ
て
，
ロ
シ
ア
文
学
研
究
と
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ

る
奄
美
の
た
め
に
不
撓
不
屈
の
「
美
し
い
」
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。

復
帰
後
六
十
年
間
，
奄
美
の
方
々
は
昇
曙
夢
や
泉
芳
朗
な
ど
の
遺

志
を
受
け
継
ぎ
奄
美
の
振
興
・
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
こ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
次
の
六
十
年
を
背
負
っ
て
立
つ
情
熱
と
行
動
力
の
あ

る
若
者
が
瀬
戸
内
か
ら
輩
出
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
の
古
高
は
、
県
民
週
間
に
四
十
七
人
の
授
業
参
観
者
が
あ

り
ま
し
た
。
第
二
回
教
育
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
俵
中
と
油
井
中
で

出
前
授
業
を
し
ま
し
た
。
第
二
回
中
高
連
絡
会
を
行
い
ま
し
た
。
鹿

大
の
有
倉
巳
幸
教
授
を
お
招
き
し
て
教
育
相
談
の
職
員
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
県
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
相
撲
の
県
大
会
で
運
太
地
君
が
優
勝
し
ま
し
た
。
重
山
ひ
ろ

か
さ
ん
が
英
検
２
級
に
合
格
し
ま
し
た
。
珠
算
・
電
卓
検
定
１
級
普

通
計
算
部
門
に
十
三
人
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定
１
級
に
六
人
合

格
し
ま
し
た
。
受
験

を
控
え
た
生
徒
た
ち

は
連
日
午
後
九
時
ま

で
学
校
で
勉
強
し
ま

し
た
。
学
期
末
考
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

古  高  元  年 ！ 
【古高コーナー１月号】 新年明けましておめでとうございます。今年も古高をよろしくお願いします。 

広報せとうち（５）        １月１２日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会           



≪平成２６年は農業委員の改選の年です≫ 

 平成２６年７月は３年に一度の農業委員の改選の時期になります。農業委員は農地の権利調整

や農業経営の合理化などの農業振興を進めたり、いろいろな問題・課題についての意見の公表、

市町村長への建議、その諮問の答申など、広範な役割を担っています。 

≪選挙人名簿登載申請書について≫ 

農業委員の任期は 3 年間と定められていますが、在任している農業委員全員の辞職が可能で

あったり、補欠選挙やリコールも制度上位置づけられていることから選挙管理委員会では農業委

員会委員選挙人名簿の調製を毎年行っています。この選挙人名簿に登録されていないと投票する

こともリコールの請求もできなくなります。 

選挙人名簿は申請書により農業委員会を経由して調製されます。一定の要件を満たす方には世

帯ごとに農業委員会委員選挙人名簿登載申請書を、嘱託員を通じ配付していますので、平成２６

年１月１日現在により同月１０日までに同申請書を瀬戸内町農業委員会へ提出して下さい。 

該当者の要件 

1．２６年１月１日現在本町に住所を有する者。 

2．年齢２０歳以上の者であること。（平成２６年３月３１日現在） 

3．農業従事者該当者 

イ．１０アール（約１反）以上の農地を耕作している者。 

ロ．イの耕作を営む者と同居の親族または親族の配偶者で年間60日以上農業に従事している者。

【問い合わせ先】  

  瀬戸内町農業委員会 又は 瀬戸内町選挙管理委員会 

ＴＥＬ0997-72-1119    ＴＥＬ0997-72-1111（内159） 

アナログテレビでのテレビ放送の視聴は、 

           平成 27年 3月までに見れなくなります 

地デジチューナー等を利用せずに「アナログテレビ(主にブラウン管テレビ)」で地デジ放送

の視聴できるのは、平成 27 年 3 月までです。このサービスが終了すると、アナログテレビの

みでの直接視聴ができなくなりますので、地デジ化の対応が必要となります。 

 引き続き、アナログテレビで視聴するためには、地デジチューナー、ケーブルテレビとの有料

契約等の準備が必要になります。 

２台目、３台目のテレビへの準備もお忘れなく! 

問合せ先 

総務省 地デジコールセンター 0570-07-0101 

総務省 九州総合通信局 有線放送課 096-326-787 

１月１２日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会       広報せとうち(６) 

農業委員会選挙のお知らせ 

アナログテレビでテレビ放送をご覧の皆様へ！ 



「１１０番」通報は警察への緊急電話です！！ 

１１０番いち早く，いそがず慌てず，れい静に 

～ １月１０日は，「１１０番の日」です！ ～

 県内の１１０番通報は，すべて鹿児島県警察本部の通信指令室につながり，年間約１０万件，

１日あたり約２７０件の通報があります。

１１０番は，皆さんの身近で事件・事故が発生した場合等の緊急ダイヤルで，警察が少しでも早

く取り組まなければならない通報は年々増加しています。

１１０番通報は緊急通報専用電話です。緊急性のない「相談ごと」や「お問い合わせ」は，警察

総合相談電話「♯９１１０」又は瀬戸内警察署にお電話してください。

事件・事故を迅速に解決するためには，皆さんからの正確な通報が必要です。 

  １１０番通報のポイントは・・・       

 １ 何がありましたか。(事件・事故)  ４ 犯人を見ましたか。

 ２ 場所はどこですか。        ５ いま，どうなっていますか。

 ３ いつごろですか。         ６ あなたのお名前，住所，電話番号は。

※携帯電話からの１１０番通報は，場所によって途切れる場合があるので，感度の良い場所から 

移動しないで通報してください。 

また，県境付近では，隣県の警察本部につながる場合がありますが，転送するなどして対応しま

すので警察官の指示に従ってください。       

【日 程】 平成２６年１月２９日（水）３０日（木）３１日（水）の３日間 

      受付時間 午前８時～１０時（午前中のみ） 

【場 所】 瀬戸内町中央公民館                                        

【対象者】 ≪特定健診≫ 国民健康保険加入の30歳～74歳の方 

≪長寿健診≫ 75歳以上の後期高齢者 

【健診・検診の内容】 

○特定健診（身体計測・検尿・血圧・採血・腹囲・心電図） 

○長寿健診（身体計測・検尿・血圧・採血・心電図） 

○大腸がん検診（容器を持ち帰り、後日便を採取して提出） 

○前立腺検査（採血） 

○肝炎ウイルス検査（採血） 

【得トクポイント】 特定健診：３ポイント、長寿健診：１ポイントの付与 

≪情報提供≫ のお願い 

  職場で健診済みの方、定期的に病院を受診し採血をされている方で健診を受診しない方

は、検査結果等の情報をご提供ください。（40～74歳の方のみ） 

  連絡先：役場 保健福祉課 保健予防係 ℡０９９７－７２－１１２２ 

広報せとうち(７)       １月１２日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会           

けんこう便り 

瀬戸内警察署からのお願いです！！ 

今年度 最後の特定健診・長寿健診 ラストチャンス です



１ 事業の目的 

    鳥獣による農作物への被害を防止するため、国の鳥獣被害対策実践事業を活用し 

   農家自らが侵入防止柵（金網柵）の「自力施工」を行い、効果的な鳥獣対策に取り組むこ

とを目的とします。 

 ２ 事業内容 

    自力施行による侵入防止柵（金網柵）の整備（直営施工方式） 

 ３ 事業の導入条件 

    ・町重点振興品目【さとうきび・たんかん・パッションフルーツ 

・カボチャ・小ギク・肉用牛（牧草）】を栽培していること。 

    ・専業及び兼業農家であること。（農家台帳への登録） 

    ・農地については自己所有名義、若しくは利用権の設定が確実にされていること。 

    ・農業委員会の耕作証明書が発行できること。 

    ・柵の設置を自力施工で行えること。 ・町税、各使用料に滞納がないこと。 

 ４ 申込方法 

    上記の条件を満たしたうえで、要望する圃場の延長数（ｍ）を実測し、集落嘱託員へ平

成２６年２月２８日（金曜日）までに要望してください。 

お問い合わせ先 

瀬戸内町役場農林水産課農政係 瀬戸内町有害鳥獣対策協議会 TEL：0997-72-1174 

１月１２日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会 広報せとうち(８) 

平成２６年度鳥獣被害対策実践事業(ｲﾉｼｼ侵入防止柵) 

応募資格 受付期間 試験日・場所 試験科目 待遇・その他

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部　奄美大島駐在員事務所　奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁別館２階
電話：０９９７－５３－９１０３
※その他、詳細については事務所までご連絡下さい。

平成２５年度自衛官等募集案内
募　集　種　目

修学年限３年
卒業後は陸士長
○身　分
　特別職国家公務員(生徒)
　（自衛官ではありません）
○手　当
　生徒手当
　　月額　９４，９００円
　期末手当
　　年２回　（６・１２月）
○衣食住
　全員が駐屯地で生活し、
　宿舎は無料、食事・制服
　類・寝具については支給
　又は貸与
○休日・休暇
　週休２日制、祝日、
　年末年始休暇等
○高校教育
　提携する通信制高校に
　入学し、生徒課程修了
　時に高等学校の卒業
　資格を取得する

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

一　般
　男子で中卒（見込含）
１７歳未満の者

平成２５年１１月１日

　～平成２６年１月１０日

１次
　平成２６年１月１８日（土）
　奄美市名瀬永田町１７－３
　大島支庁内　会議室

２次
　平成２６年２月１日（土）～
　４日(火)までの指定する１日
　鹿児島県国分駐屯地

１次
　国語・社会
　数学・理科
　英語の択一式
　（マークシート）
　作文
　（５００文字程度）

２次
　口述試験
　身体検査



個人住民税の特別徴収とは、所得税と同様に、事業主が毎月従業員に支払う給与から個人住民

税を天引きし、納入する制度です。 

法律により、所得税の源泉徴収義務のある事業主は、原則として全ての従業員について、個人

住民税を特別徴収していただくこととなっています。 

 事業主の皆さまのご理解をお願いします。 

○特別徴収の手続き 

 ・ 毎年 1 月 31 日までに提出することになっている給与支払報告書（総括表）の空欄に朱

書きで『特別徴収希望』と記載の上、各市町村にご提出ください。  

 ・ 5 月頃に、納税額が市町村から通知されますので、給与から天引きし、翌月の10日まで

に納めていただきます。税額の計算や年末調整などの手間はかかりません。 

▽問い合わせ先 

 各市町村住民税担当課県庁税務課 電話:099(286)2196 

消費生活センターや税務署、市役所などの公的機関を名乗り「過去の投資詐欺による被害を回

復できる」、「税の還付がある。すぐに手続きをするように」などと言って、個人情報を聞き出

したり、お金を請求したりする不審な電話が増加しています。 

不審電話の後に届く手続き書類も公的機関を思わせる様式のものが使われているなど、その手

口は巧妙化しています。 

公的機関などが電話で個人情報を聞いたり、お金を請求したりすることは絶対にありません。 

また、公的機関だけではなく、郵便局や大手企業を名乗るケースもありますので、注意しましょ

う。 

公的機関などを名乗る電話があった場合は、すぐに応じず、相手の名前と所属部署を確認した

上で一度電話を切り、改めてその公的機関などに確認することが大事です。 

▽問い合わせ先 

 最寄りの市町村の相談窓口 

 県消費生活センター 電話:099(224)0999 

 大島消費生活相談所 電話:0997(52)0999 

募集学科は、昼間課程が文学科・生活科学科・商経学科の 3 学科、夜間課程が第二部商経学

科の1学科です。 

○出願資格 

高等学校を卒業および平成26年 3月卒業見込みの方、または高等 

学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる方 

○出願期間：平成26年 1月 27日（月）～1月31日（金） 

○試 験 日：平成26年 2月 19日（水） 

▽出願書類の配布・問い合わせ先 県立短期大学 電話 099(220)1112内線136 

広報せとうち(９)       １月１２日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会

公的機関を名乗る不審電話に注意ください 

事業主の皆さまへ 個人住民税の特別徴収のお願い 

県立短期大学「平成26年度一般入試学生」募集 



       １月１２日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会       広報せとうち(１０)

日 月 火 水 木 金 土

1月 2014年(平成26年)　せとうち情報カレンダー

29 30 31 1 2 3 4
瀬戸内町成人
式

○　ぽっかぽかくらぶ、きゅら島コツコツ継続コース、7ヶ月児健診、1歳8ヶ月健診、特定健診

11
でぃ～うもろう
会(西阿室地
区)

12
瀬戸内町駅伝
競走大会

13
成人の日

14
☆ぽっかぽかくら

ぶ

へるしお教室

◎元気な笑顔教室

◎スマイル教室

(西阿室地区)

15 16
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎1歳8ヵ月健診

◎男の料理教室

◎スマイル教室

(阿木名地区)

17
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室（蘇刈地
区）

18
☆わくわくキッ
ズ（3歳児以
上）
でぃ～うもろう
会(諸鈍地区)

5 6
☆きゅら島コツ
コツ継続コース
出初式

7
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室
◎スマイル教
室（西阿室）

8 9
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎笑顔教室(清水

地区)

◎スマイル教室

(阿木名地区)

10
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室（篠川地
区）

25
でぃ～うもろう
会(薩川地区)

31
☆特定健診
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室(節子地
区)

1

19 20
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

21
☆ぽっかぽかくら
ぶ
◎元気な笑顔教
室
◎スマイル教室

(西阿室地区)

22
◎元気な笑顔
教室（久慈地
区）

23
☆ぽっかぽかくら
ぶ
◎元気な笑顔教
室（手安地区）
◎スマイル教室

(阿木名地区)

24
☆わくわくキッズ
（3歳児以下）
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な笑顔
教室(嘉鉄地
区)

26
ひぎゃ・加計呂
麻ウォーク

27
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

28
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な足腰講座

◎元気な笑顔教室

◎スマイル教室

(西阿室地区)

29 30
☆特定健診
☆ぽっかぽか
くらぶ
☆7ヶ月児健診
◎スマイル教
室(阿木名地
区)

わくわくキッズ（3歳児以下・3歳児以上）問合せは、保健福祉課　保健予防係 TEL0997-72-1068 （直通）

○　元気な笑顔教室、元気な足腰講座、脳の健康教室、男の料理教室の問合せは、

保健福祉課　地域支援係　TEL 0997-72-1153 （直通）

○　スマイル教室、へるしお教室の問合せは、保健福祉課　保険給付係　TEL0997-72-1068 （直通）



広報せとうち(１１)       １月１２日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 11 月に届け

られた分のう

ち、希望者のみ

を掲載していま

す。 (敬省略)

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

田
畑

結ゆ

愛り
あ

裕
一
郎

久
根
津

平

笑
子

に

こ

慶
志

古
仁
屋

要

真ま

郁い
く

幸
一
郎

古
仁
屋

ご
結
婚お

め
で
と
う

名

前

本

籍

軍

沖
縄
県

澤
江

洋
子

奄
美
市

夏
樹

奄
美
市

あ
き
の

東
京
都

秀
作

於

斉

朋
子

勝

浦

順

古
仁
屋

亜
由
美

古
仁
屋

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

大
川

幸
弘

７９

古
仁
屋

渡
邊

タ
カ
エ

８７

蘇

刈

朝
谷

文
義

９６

手

安

比
嘉

玉
德

８１

阿
室
釜

福
山

ミ
ツ

１０１

古

志

有
川

清
正

７１

西
古
見

富
田

義

８３

勝

浦

茂
村

利
一

９５

須
子
茂

有
川

清
忠

８０

西
古
見

田
中

フ
ジ

９８

瀬

武

納

末
子

９３

網
野
子

與

美
枝

９６

節

子

池
田

義
信

８８

秋

徳

前
田

和
子

８０

勝

能

柳
沢

ス
エ
子

９０

薩

川

脇
田

チ
ハ
ヤ

９３

諸

鈍

德
永

ヒ
デ
子

８３

蘇

刈

足
立

タ
キ
子

８９

古
仁
屋

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１１
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

清
水

ノ
リ
子

廣
喜

清

水

有
川

拓
真

清
正

高

丘

茂
村

宏
孝

利
一

須
子
茂

大
川

栄
子

幸
弘

瀬
久
井

與

美
志
枝

美
枝

節

子

脇
田

章

チ
ハ
ヤ

船

津

柳
沢

淳
一
ス
エ
子

薩

川

有
川

暁
美

清
忠

瀬
久
井

総
合
計
金
７
５
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 

 
 
 
 
(

住
所) 

沖

秀
広

一
万
円

大
阪
府

永
井

和
徳

五
千
円

大
阪
府

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

国
民
年
金
は
，
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
，

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で

す
。具

体
的
に
は
，
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
，
年
を
と
っ
た
と
き
や
，
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
，
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
，
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
，
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
，
安
定
し

て
い
ま
す
し
，
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
，
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
，
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
，
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
，
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

(

〔子
の
あ
る
妻
〕や
「子
」)

が
受
け
取
れ
ま
す
。

「学
生
納
付
特
例
制
度
」と
は
，
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
，
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
，
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

「若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」と
は
，
学
生
で
な
い
三
十
歳
未
満
の
方
で
，

ご
本
人
及
び
配
偶
者
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
，
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー



１月１２日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会 広報せとうち(１２)

～
瀬
戸
内
町
記
念
事
業
～

１１
月
２
日
～
３
日
の
二
日
間
に
か

け
て
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
６０
周
年

瀬
戸
内
町
記
念
事
業
が
行
わ
れ
た
。

２
日
の
第
１
部
は
中
央
公
民
館
で

式
典
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
２００

人
余
り
が
出
席
し
節
目
の
年
を
祝
っ

た
。式

典
で
房
町
長
は
、「
群
島
民
を
挙

げ
て
の
熱
烈
な
復
帰
運
動
や
東
京
に

お
け
る
昇
曙
夢
先
生
や
瀬
田
良
市
先

生
な
ど
の
御
尽
力
に
よ
り
８
年
後
悲

願
の
日
本
復
帰
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
こ
れ
も
偏
に
復
帰
運
動

に
携
わ
っ
た
皆
様
方
の
長
年
に
わ
た

る
努
力
の
賜
物
で
あ
り
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
昇
曙
夢
の
日
本
復
帰
運
動
を
語

る
」
題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、

続
い
て
義
永
秀
親
前
町
長
を
は
じ
め

と
す
る
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
が

登
壇
し
、
当
時
の
想
い
を
語
っ
た
。

第
２
部
は
、
芝
集
落
の
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
薩
川
小
中
学
校
生
徒
に

よ
る
合
唱
や
芝
・
古
仁
屋
在
住
婦
人

会
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。

次
に
、
義
永
秀
親
氏
が
「
昇
曙
夢

に
思
い
馳
せ
て
」
題
し
て
記
念
講
和

し
た
。

最
後
に
、
薩
川
中
の
生
徒
５
人
に

よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
島
口
劇
が
披

露
さ
れ
た
。

３
日
夜
に
は
、
清
水
体
育
館
で
本

町
に
縁
の
あ
る
シ
ー
ガ
ン
山
下
さ

ん
・
永
井
龍
雲
さ
ん
・
朝
崎
郁
恵
さ

ん
・
元
ち
と
せ
さ
ん
、
４
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
約
４
時
間
に
渡
り
熱
唱

さ
れ
、
会
場
の
人
々
は
歌
に
酔
い
し

れ
て
い
た
。

～

加

計

呂

麻

島

の

風

！

～

２
０
１
３
加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
が
１１
月
１０
日
に
ほ
ん
の
里

百
選
で
あ
る
加
計
呂
麻
島
で
開
催
さ

れ
た
。

今
年
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
６０

周
年
記
念
大
会
で
、「
走
ろ
う
！
ロ
マ

ン
と
神
秘
の
島
・
感
じ
て
加
計
呂
麻

の
風
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
町
内
外
か
ら
５１７
名
が
参
加
し

た
。ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
を
皮
切
り
に
各
コ
ー
ス
ご

と
に
走
り
だ
し
た
。

３
㎞
・
５
㎞
コ
ー
ス
で
は
、
子
ど
も

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
子
ど
も
を
乗
せ
て

走
っ
て
い
る
親
子
が
見
ら
れ
、
地
元

の
人
た
ち
が
沿
道
に
繰
り
出
し
て
温

か
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

奄美群島日本復帰６０周年瀬戸内町記念事業 

加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

順　位 記　録 氏　名  住　所 順　位 記録 氏　名  住　所 順　位 記　録 氏　名  住　所

1  0:10:41 藤沢晋太郎 宮崎県 1 0:13:16 長谷川紀子 宮崎県 牧野忠彰 加計呂麻

2  0:11:41 山田悌矢 加計呂麻 2 0:14:02 須田来夢 加計呂麻 榊原むつみ 加計呂麻

3  0:11:56 祝　正宗 瀬戸内町 3 0:15:00 小林みさき 瀬戸内町 井元英里 加計呂麻

中島拓人 加計呂麻

順　位 記　録 氏　名  住　所 順　位 記録 氏　名  住　所 森　雄二 加計呂麻

1  0:18:55 白井克昌 龍郷町 1 0:24:40 渡邉茉佳 瀬戸内町 圓　拓也 加計呂麻

2  0:20:46 山倉　駿 瀬戸内町 2 0:25:40 金沢杏音 瀬戸内町 平　世理奈 加計呂麻

3  0:20:50 栗林伸明 奄美市 3 0:25:55 栄田愛弓 瀬戸内町 泊　貴弘 加計呂麻

泉　萌 加計呂麻

順　位 記　録 氏　名  住　所 順　位 記録 氏　名  住　所 堀田　豪 加計呂麻

1  0:40:05 平川正博 瀬戸内町 1 0:50:43 野村朋美 瀬戸内町 堀田さおり 加計呂麻

2  0:50:37 重原和樹 龍郷町 2 0:58:36 中村時代 龍郷町 川畑真子 加計呂麻

3  0:51:04 興　裕之 瀬戸内町 3 0:59:21 正込祐紀子 奄美市

2  0:57:37 俵中駅伝部

3  0:58:20 諸鈍においでよ！

５ｋｍコース女子５ｋｍコース男子

１０ｋｍコース男子 １０ｋｍコース女子

駅伝コース

チーム名

1  0:48:56 チーム薩川

３ｋｍコース男子 ３ｋｍコース女子



広報せとうち(１３)    １月１２日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会

～

視

聴

覚

教

育

の

振

興

～

１１
月
２１
日
、
平
成
２５
年
度

視
聴
覚
教
育
功
労
者(
古
仁
屋

小
学
校
・
高
峯
正
一
校
長)
の
表

彰
伝
達
式
が
臨
時
教
育
委
員
会

で
行
わ
れ
た
。

高
峯
校
長
は
、「
思
い
お
こ
せ

ば
大
学
の
時
に
パ
ソ
コ
ン
が
普

及
し
は
じ
め
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
教
材
ソ

フ
ト
を
開
発
し
、
そ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
教
師
な
っ
て
も

視
聴
覚
教
育
に
携
わ
り
、
視
聴

覚
教
育
関
係
行
政
に
１３
年
間

従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
情
報
通
信
技
術
の
普
及

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

～

名

誉

灯

台

長

～

１１
月
１
日
の
１４５
周
年
灯
台

記
念
日
に
あ
た
り
、
オ
ネ
ン
埼

灯
台
灯
火
監
視
協
力
者(

藤
原

澄
子
さ
ん)

の
長
年
の
功
績
を

称
え
、
奄
美
海
上
保
安
部
長
に

よ
る
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ

た
。澄

子
さ
ん
は
、
平
成
１４
年
１

月
か
ら
、
亡
く
な
ら
れ
た
ご
主

人
の
後
を
引
き
継
ぎ
１１
年
間

オ
ネ
ン
埼
灯
台
の
監
視
協
力
を

行
い
、
ご
主
人
と
あ
わ
せ
た
協

力
通
算
年
数
は
３８
年
を
迎
え

た
。
ま
た
、
平
成
１７
年
に
は
長

年
の
監
視
協
力
が
認
め
ら
れ

「
オ
ネ
ン
埼
灯
台
の
名
誉
灯
台

長
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

～

２

場

所

連

続

～

福
岡
で
開
催
さ
れ
て
い
る
大

相
撲
九
州
場
所
十
三
日
目
に
慶

天
海
が
前
大
将(

高
田
川
部
屋)

に
押
し
出
し
で
勝
ち
７
戦
全
勝

で
序
二
段
優
勝
を
決
め
た
。

先
場
所
の
序
の
口
優
勝
に
続

い
て
連
続
優
勝
し
た
慶
天
海
は
、

「
右
膝
は
か
な
り
良
く
な
り
少

し
ず
つ
相
撲
勘
を
取
り
戻
し
て

き
た
と
思
う
。
相
手
の
懐
に
飛

び
込
み
前
に
出
る
相
撲
で
場
所

ご
と
に
番
付
を
上
げ
て
い
き
た

い
。
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

今
後
の
慶
天
海
の
活
躍
か
ら

目
が
離
せ
な
い
。

～
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
推
進
～

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
環

境
美
化
に
対
す
る
住
民
の
意
識

啓
発
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
瀬

戸
内
町
建
設
業
協
会(

伊
東
一

宏
会
長
・
２２
社)

が
携
帯
灰
皿

１
千
個
を
本
町
に
寄
贈
し
た
。

携
帯
灰
皿
は
、
奄
美
群
島
の

日
本
復
帰
６０
周
年
記
念
や
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
応

援
グ
ッ
ズ
と
し
て
建
設
業
協
会

が
製
作
し
た
も
の
で
、
寄
贈
さ

れ
た
携
帯
灰
皿
は
、
役
場
の
窓

口
な
ど
を
通
し
て
住
民
に
無
料

で
配
布
し
、
環
境
美
化
の
意
識

向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
考
え
。

～
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
～

第
１３
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ

た
。
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
デ
ィ
ス
タ

ン
ト
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
門

で
本
町
の
東
條
奈
津
紀
さ
ん
が

初
出
場
で
３
位
に
入
賞
し
た
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
と
は
、

間
隔
を
お
い
て
設
け
た
複
数
の

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
サ
イ
ト
か
ら
２

分
３０
秒
以
内
に
５
回
ス
ロ
ー

イ
ン
グ
を
行
い
デ
ィ
ス
ク
の
飛

距
離
を
競
う
競
技
で
あ
り
、
東

條
奈
津
紀
さ
ん
は
奄
美
か
ら
１

人
県
代
表
と
し
て
出
場
し
入
賞

す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

視
聴
覚
教
育
功
労
者
表
彰

序

二

段

優

勝

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

１
４
５
周
年
灯
台
記
念
日

携

帯

灰

皿

寄

贈



１月１２日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会 広報せとうち(１４)

水のトラブルすぐに解決！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄 ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲ 瀬 戸 内 ビ ル シ ス テ ム

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４   

平
成
２
6
年
1
月
号

№
６
5
8
 

瀬
戸
内
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
 
h
ttp
:/
/
w
w
w
.am
am
i-
setou

ch
i.o
rg 
 

瀬
戸
内
町
特
産
品
販
売
組
合
「ゆ
り
ど
ろ
」
 
h
ttp
:/
/w
w
w
.yu
rid
oro
.co
m
 

発
行
：
瀬
戸
内
町
役
場
 
編
集
：企
画
課
 

T
E
L
 
0
99
7
-7
2-
111
2
  
F
A
X
 
0
99
7-
7
2
-
1
12
０

７７７２２２－－－３３３９９９７７７３３３

７７７２２２－－－３３３７７７１１１４４４

快適な衛生環境をサポート
●し尿汲取り・浄化槽清掃管理

●トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
代表取締役 牧 学

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い


